
資本論と
労働運動教室

「格差・貧困」を生みだす新自由主義とバブル経済に依存する現代
資本主義は、深刻な行き詰まりを見せています。同時に、社会的
危機はそれを乗り越える実践的課題を提起しています。
この教室では、現代資本主義分析の指針としての資本論を労働運
動論との関連で読み解き、社会変革の展望と労働運動の課題につ
いて考えます。『資本論』を読んだことのない人も歓迎します。

７日
（土）

第
１
回

資本主義的市場経済と労働運動
構造改革の吹き荒れる現代、市場経済を根本からとらえ返す。さらに資本
の価値増殖の秘密を解き明かし、労働を基礎とした社会把握、労働運動
における労働論のもつ意義についても考察する。

14 日
（土）

第
２
回

企業支配分析の基礎理論と主体形成の可能性
長時間過密労働や「合理化」など資本による労働者支配のしくみを、資本
主義的生産過程の基礎から解き明かす。同時に、労働者の階級としての
発展、変革主体形成の過程、労働運動による規制の可能性も考える。

21 日
（土）

第
３
回

現代の貧困化と労働運動
失業・半失業を組み込んだ資本の蓄積運動と労働者統合のしくみとともに、
「反貧困の労働運動」の可能性を検討する。さらに労働の社会化による社
会変革の物質的・主体的条件の形成について考える。

28 日
（土）

第
４
回

恐慌論の基礎と変革論の課題
信用メカニズムを中心に恐慌の基礎理論を考察し、現代の金融危機への
基本視角を検討する。さらに株式会社の歴史的意義について、労働運動
の課題との関連で考える。

５日
（土）

第
５
回

現代資本主義論と変革の展望
第二次世界大戦後、国家介入を恒常化させ、飛躍的な高度経済成長を成
し遂げた現代資本主義。７４-5 年不況を画期として、現代資本主義は「新
自由主義とバブル経済依存」という新たな段階に突入するが、２０００年
代以降、深刻な「行き詰まり」に直面している。「資本主義の限界」と民
主的計画的コントロールの課題、労働運動の役割について考える。

11月

12月

全５回で 10,000 円（聴講は１回 2,500 円）会費
全労連会館３階会場
11 月７日～ 12 月５日【毎週土曜日】　午後１時～５時日程

▶ CD 受講：12,000 円（①音声 CD：CD プレーヤー再生、②データ CD：パソコン再生）

▶ネット受講：10,000 円　※音声ファイルのダウンロード

15 年  東京労働学校  第 129 期　資本論と労働運動教室　受講申込書　　　月　　日

氏名 男 ・ 女 年齢　　　才

住所 〒

電話 自宅：　　　　　　　　　　　　　携帯：

E-mai

受講方法
（○で囲む）

　①教室受講　　　② CD 受講（音声 CD  or  データ CD）　　　③ネット受講

 労組・団体名：  会費受領日　　月　　日／受領者名

切り取り

東京学習会議主催
東京労働学校
第 129 期

【申込み・問合わせ】

東京学習会議
TEL：03-5842-5646
FAX：03-5842-5647
E-mail：gakusyuukaigi@gmail.com
http://www.gakusyuukaigi.org

◎受講のお申し込みは、申込書にご記入のう
え、東京学習会議まで FAX してください。
メールでのお申し込みも受け付けます。

◎団体としてお申し込みの場合は、「氏名」
欄に団体名をご記入ください。

講師 江口 健志（東京労働学校講師、東京学習会議常任理事）


